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夜通:言

"ナノ "の世界は吸着で

住友重機械工業株式会社

日本吸着学会副会長

山崎長彦

に業界で物作りに励んできた者にとゥて・・ナノ "の

世界は殆と無綜て'あったが、 1987年(Ui毛慢慌工業が

鶴市ゴミ焼却カaへの進出を決め、 スイスからダイすキ

シンの発生母が少ない最新艇の技術Iを導入した時点か

ら"ナノ"の11上界に日夜悩まされ.今11に至っている。

昨今、ゴミ焼却1易から発生するダイオキシン問題は、

軒間記事が1111.，:い日は無いくらい日本中が揺れ動いて

おり、我がiけも1997年12月欧州に巡れることLO年に し

て、やっと人;気汚染防止法によ って、その対策に取り

組む姿勢を|判的iにした“そのをみ性は発ガン性やiIIit.f形

性、免疫が性など!ム・範聞にわたり、続近ではホルモン

かくらん~Jの役割を果たし 、'þ.刑11i: tl を引き起こす物

質として注Uされ始めているが、このナノたるダイオキ

シンの除去技術は緊急を要し、名メ ーカーがこぞって

海外からの技術下、当や組自の開発に傾注しているのが

現状である

現在、このダイオキシン顛 (75+135の異性体を持つ)

を除去するn~イi劫な手段は、 l6・性炭による吸右処即

であると言える 我社l立、活性炭の製造プラントを子

続け、活性炭を使用する高次排水処理や浄水処理や燃

焼排ガスからの脱倣・脱硝除去mなど、活性炭に関連
した技術をゆら、事提として多くの稼働実総を持って

いる。二の特徴lれ‘ずれも活性litの吸着を£としたプ

ロセスと脱緩分解プロセスとを組み合わせ、活性炭を

再生循環利用するフラントである 1吸お学会へは、こ

のように活性炭カf綜となって参加させて頂いている

活性炭によるダイオキシン鎖の吸芯はljt成分として

ではなく、lJニ倒的な吐をもっl血の多成分の眼着物質の
中で、どのように吸着量や破瓜吋聞を決定するのか、

初期条件設定をどうするかなどE業的データが殆とな

く、理省解析が待たれる。1主従試験データでは、吸-u'

されたダイオキシンは他の物質のI吸荷量に影響され、

活性炭から追いIIIされるように離脱される時点がある

また多成分を岐訂した活性提を還Je雰間気下400、

5∞℃で加熱脱離させる左、般若した物質がそのまま脱

離するのではなく 、微細な部分で実に様々な興味ある

現象が見られる

ナノの目で見る世界では、今まで工業的には問題と

されなかった恨柄や現象が主裟ポイントになったりす

る i 例えばi~r性炭灰分中の塩却や金同額が触媒として

作用し、反応を支配したり活性炭去面に形成される{1ft々

のイオン'8'能基が飯量物質の吸右や分解反応を決定し

たり、分解時に発生する撒故カスが反応に重姿なfl~，lJ

を演じたりす・る。超微量物質たけに花々の常J誌がその

まま通用しなlい世界である ダイオキシン額に代去さ

れるハロゲン物質や重金以額の除去は、環境問題とし

て避けては通れず、いずれも組慨世物質が対象である

r21世紀のW-I面現象Jとして、吸，f(とイオン交換?会と

の交流がタイムリーに行われたことを評価し‘人きな

力となる事を期待したい さらに 昨年12月京都でII日

かれた地球出服化会議で、温暖化ガスの6%削減を義

務づけられ、n原達成のための対策作りに向けて吸:n
がますますむ力な予段となることは間違いないところ

であり、今後日 本i吸着学会の皆さんの新たなる挑峨が

大いに期待されるF

私事、このl度、水内副会民の時n:に伴い、凶らずも

後任に選出されました。徴)Jながら、残りの{工期を余

う出来るよう会員の皆保Jiのこ税控をお願い致します。

山崎民政 il:~重機械工染株式会社

プラント ・環境事業本部技師長

略歴 1940年3月30日生

1962年3月 法政大学1:学節機使工学科卒業

1962年4月 住友重ft~工業i伶旧浦賀紛提ぬ)入社

1996~ 4月 ~ 現職
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忠良渡期相撲議
かねて会員の皆様にご推l拐をお場lいしておりました、IL成 9 年度トI ~般若学会11:・につきましては、学会食選考委日会

における偵重審議を経て、以ドのように受賞者が決定されました。ml1回研究発表会に合わせて聞かれました10月2
II (本)の円本吸苦学会総会において報告され、引き続いて長彰式で各賞の顕彰が行われました

奨励賞 (東洋カルゴン賞)

安武IlH典氏 (三者b重工業係式会社長崎研究所 ・主任 工学修上)

(研究業績) 圧力スイング唄婚法によるCOzの除去 ・回収に関する研究

CQ，の除去・回収は、その環境への放出を削減するための技術として、また貯蔵庫等の?1!PIl環境調節のための技術

として、今U的に重要なA組であるー安武昭典氏l主、どオライト系吸着剤をJ明いた圧)Jスイング吸着法によるcoの

除よ[nl収について、 一述の鞘力的かつ独創的な研究を展開した。すなわち、ゼオライト系吸ti1ilJに熱的、もしくは化

学的修飾を施した際に昆られる窓花の徹妙な変化と吸者選択性との関係を、情績な横路分析と分子シミュレーション

により明らかにし、それらを背挽としつつ、燃焼器緋ガスからのCO，の分離に最適な吸1i1ilJの開発を行った そして、

)1-))スイング吸着法によるパイロットプラントに適用しその機能を実証した。また、農産物から放出されるcoの除

去に本法を適用することにより、牒産物の高度な保鮮技術であるm境調節貯i臨法の性能が向上することを証明した。
これら同氏の一連の研究は、岐-rtJ主術の新規分野への適用についてさらなる発展を期待させるものであり、日本吸lf

学会の奨励賞・を授与するにふさわしいものである。

奨励賞 (東洋カルゴン賞)

山崎達也氏 (東北大学大学院て学研究科 ・助教授 に学博士)

(研究業績) 服着分子をプロープとする多孔質国体表面の分光学的研究

i肢苅研究において、峨務質とI民泊線の相互作尉の内容を分チ ・f'(r-レベルマ明らかにすることは、取も基本的なテー

マの一つである内山崎述也氏は、亦外吸収スペクト Jレ、紫外uT悦吸収スペクトルなどの各種分光t去を駆使した般若砥、

およひ噸治相互作用の詳細な分桁を過して、多孔質問体衣IIIIの研究を行っている。例えぱ、吸持メタンに現れる員長起

亦外吸収帝に着目し、摂動論を利用 しつつゼオライト中の月後j首位の分子扱光係致、吸器にイI幼なカチオンサイト敏を

見積もるん・法を提出した また、溶媒との鼓争吸着が令 じるため現象が複雑Jとなる液相からの吸器に対 しては、圧力

効果の解析をも分析予段に1Joえつつ、紫外可視分光法を過則 し、複数の種類のサイトへの治楳・溶質の吸器をそれぞ
れ考府.したモデルを提出することに成功した。これら同氏の 司迎の研究は、吸器科学の基礎分野に価値あるー礎石を

加えるものであり 、日本吸着学会の奨励賞'を授与するにふさわしいものである。

技術賞

亀山秀雄氏 (富士シリシア化竿こ株式会社) 111m h:郎氏 (富士シリシア化学株式会社)
抗原 一敬氏 (詰 iてシ1)シア化学株式会社) 中村 日弘氏 (富士シリシア化'下株式会社)

伊藤陸弘氏 ('fi}・士シリシア化乍係式会社) 矢IJ 和彦氏 (富士シリシア化学株式会社)
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(業績) 均一な細孔径分布を有する耐水 ・耐熱性球状シリカゲルの製造妓術

シリカゲルIl:、乾燥、分離 ・精製、 クロマトグラフカラム允坑剤、触総州体など、14¥めて広〈利用されている吸着

?別である。しかしこのものは加熱により容易に焼結をきたし、また吸水により簡単1.(よ形状が破J裂寸る欠点を訂すると

いうのが従米の定説であったn 宮上シリシア化?株式会社は、第二次世界大戦後間もなくかう、ますハァチ法により、

続いて遥続i去によるシリカゲ1レの生産を行い、その問、型造}h.上およびW，WI'日1質に附寸・る基礎 ・開発研究を活発に行っ
てきている。J受賞対象技術は、商品名 fキャリアクトJの叫ji1に関するものであるが、シリカヒドロゲJレの乾燥万法

をはじめと寸る品技術の研究 -開発により、 5∞℃の加熱によっても殆ど物性が変化せず‘水に泣悩しでも偽tれには破

域せず、広範聞のメソ孔訂l域で均 ーな細孔径分布を・持ち、粒子径を教 I-!(mから数mmの}];.範聞に~pl御でき、さらに、

衣面物性が常にほぼ ー定l二保たれたシリカゲJレの製造に成功している このような技術は、触媒、触楳担体、工業用

クロマトグラフ分緩剤など、 シリカゲルの高機能性H科と しての用途を拡げるものであり、化学r-撃をはじめ関連す
る産業技術の党展に寄与するところが大き¥.¥_よって、本技術は日本吸治学会の技術11:・を授与すゐにふさわしいもの

である。

技術賞

蔵野 郊・氏 {株式会社主松税作所)

山田比路史氏 (徐式会社重松製作所)

塚田 鍋二氏 (株式会社主紙製作所)

(業績) 防署管マスクの製造技術

門峻寺桂治!¥:

橋本俊樹氏

(隊式会社重怯製作所)

(株式会社電佼製作所)

産業活動の'1 ' では多くのイi台化学物質が原材料と して、または中間製品などとして取り扱われており、作 1佐~がそ

れらの有害因子に暴露する可能性がある場合、その労働衛生にと って呼吸rrl保護具は最も重要なものの一つである。

本授賞対象技術は、吸持現象を利用 した保護共である防諜マスクの製造にI~gするものである 吸持剤を充抗した吸収

加は刻象ガスの性質により使い分ける必梨があり、近年は、いわゆる先端部業の発反等によりますます多梯化してい

るが、 {徐)並訟製作所は不断の研究努)Jにより、例えば苧導体ドーピングガスであるモノシラン、ヒ化水ふ、リン化

水来、ジポランmなど新しいニーズに対応してきており、国内で使用される防君主マスクの800'0以上を供給している。
また、この樋の製品においては性能の安定性、 イ3頗件が極めてif(裂な同子であるが、品質保証のμIf校規格である1809

002、欧州の製品安全規制であるCEマーキング等の認証取科に}とられるように、高品質な製品の安定な製造に成功し

ている さらに、温度、 m伎やガス漉l立の異なる多様な使用環境における慨苛式防#マスクの空気浄化性能について
の制報提供-を行ない、さまざまな"!"}k分野における作業者の健府保持に~~'j. している 。 よ っ て、本技術は日本吸着学

会の岐術賞を授与するにふさわしいむのである

平成9年度日本吸着学会賞授与式
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奨励賞を受賞して

受賞対象研究:
圧力スイング吸着法によるC02の除去・
回収に関する研究

三菱重工業株式会社

長崎研究所

安武昭典

この度は日本吸苦学会奨励

賞 <w:洋カルゴン1l・)にご推
薦いただき誠に光栄に存じま

すとともに身の引き締まる思

いであります。今回の研究に

つきましては、この機会を与えて Fさいました弊社
~主査をはじめ、竹内外の関係者、ご助言等を頂きま

した日本吸着学会の諸先生方iこ心より御礼申し上げます。

私は、九州大学機能物質科学研究所の竹下先生、持

田先生の研究室で、ゼオライト系触媒の研究に携わら

せていたたいておりました。そのころからゼオライト、

吸器、触蝶カ可i]f究のキーワードとなっておりましたが、

何分にも事象の関連性に気が例らなく.先主食}jのご指

導にも関わらず個々の知識をむさぼっておりました。

今にして思えば考えの浅さに赤面してしまいます。(.3t

在もさして変わらぬ面も多々ありますが。)

三菱訣℃入社以来は、新燃料(石炭液化‘ COM、
CWM)、各種吸着斉IJ(酸葉、望索、 COt、街機溶剤等)、
環境触媒等の研究に接するチャンスを得ました。これ

らも基本的には界面、 |吸着がキーワードとなっており 、

段々とその方面の勉強をおろそかにすることが出来な

受賞対象研究:
吸着分子をプローブとする多孔質
国体表面の分光学的研究

東北大学大学院

工学研究科

山崎達也

このたびは日本吸着学会奨

励賞(東洋カ Jレゴン賞)を賜

り、誠に光栄に存じます。私

にl位指の研究をはじめるきっ

かけを与・えてくださるととも

に、学位取得に至るまであたたかくごJ首謀をいただき
ました*北大学名苦手数綬荻野義定先生、ならびに今日

くなりました。企業においては研究の深さ、知識の豊

吉さ、対人関係をうまく使い分けることが重要と個人

的に思いこんでおりますが、どうも研究の深さにつき

ましてはいつのまにかどこかに龍き忘れてきた感があり

ます。しかし、チームでの研究ではお互いに不足しが

ちな点を無意識のうちに術い合い、冷や汗をかく場而

はあるものの、やりくり~段を続けている次第です。

今Ipl、受賞の対象となった iU:力スイングl吸器法に
よるCOtの除去 ・回収に関する研究」 は、ポイラ排ガ

ス等の各種プロセスから排出されるOOtの低減のため、

いかに効隼よく00，を吸着 ・濃縮するか、また後i況の

処理でどの様な001の形態が望まれるかを考慮しなが

ら、吸者剤、システムを検討して行くものになってい

ます。この研究は東京電力を初めとする囲内の電力会

社の御指導、ご期待を受けて進めているもので、息、の

長い、スケールの大きな仕事と思っております。その

中でも吸静斉'IJの高性能化につきましては、最近の分チ

シミュレーションの活用やゼオライト等の素材の革新

を受け、さらに向上するものと期待して研究を進めて

いるところでございます。j昆実効果l京国ガスのーっと

して取り上げられているCO，ですが、グローパルな研

究とは別に、吸着現象からこつこつと積み上げて行く

研究の重要性を再認識しています。

今後は、現在ホットな話題となっているメソ多孔体

の積極的活用を初めとした新規素材の吸着剤適用を中

心に検討を進めて行き、新たな展開につなげたいと思っ

ておりますc

今回の受賞を励みとし、より・腐の研究活動に注力

して行き、はなはだ撒力とは思いますが学会活動の一

端でもお手伝いさせて頂ければと思っている次第です。

今後とも一層の御指導、ご鞭縫のほど宜しくお願い巾

しょげます。

に至るまで吸着研究の機会を与え、数え切れない質量

なご教疫をいただきました秋町大学教授小沢泉太郎先

生には心より御礼申し上げます。また、研究発表のた

びに厳しいながらも示峻に富んだご指摘を頂きました

吸器学会の諸先生}jにもこの場を借りて厚く御礼申し

上げます。

さて、私は大'字・大ザヒ院を通じておよそ吸器とは縁

の薄い (と忠っていた)光化学 ・母子化学などの分野

に関わっておりましたが、開和59i手東京工業大学大学

院修士課位修f後、東北大学工学部の荻野義定先生の

研究室に助手として恭任し、初めてI吸着分野の研究に

関わることになりました。その時まずとりかかったのが、

「ゼオライ トに吸着したメタンの赤外スペクトル測定J
というものであり、今日まで長いつきあいになる仕事

となるとともに、今回受賞の研先のrootsとなるもので
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した。学科には~時最新挽に近い FT・lRが導入された

こともあり、ベJや来観的な気持ちでとりかかった仕JIJ.
でしたが、意外に (当然?)結果が出ず、現実を悟る

ための短い時間と“物理吸着磁のスペクトルをきれい

に測定するためには加熱・冷却可能な測定セルを手に

入れる・必要がある"と言う王H長当然な結論に至るまで
のやや長い|時間が過ぎ去ってゆきました。しかし、そ

の問、研究織にあったclassicな1吸着袋慣(今も現役)

を立ち上げ、ひたすらゼオライト系l段者剤へのガス吸

着量の測定を行ったこと、当時学振の外国人招聴教授

として荻野研究室にいらしていたW.Rudzinski先生

(Maria Curie-Sklodowska Univcrsity)の影替で

表面不均一性と吸着等温線解析を少し勉強できたこと

は、吸器初心者-であった私に、 l佐治の基本的な部分を

体験させてくれるとともに、 1吸，，'1状態と表面状態との

関係に日を向ける下地を与えてくれたように思いま寸 。

その後は学科内の機彼工場に日参し、試行錯誤のぷ

1n・situ赤外セJレを手に人れ、曲がりなりにもデータが

とれるようになってからは、 ZSM-5ゼオライトへの種々

の無極性気体の吸ieとそれらのfRスペクトルの解析を
中心に仕 'J~を進めてまいりました さらに、吸着の理

識的解析を行うため、吸者相互作用系のポテンシヤ Jレ

計1):や吸消怖のIRスペクトルの抜出j故解析なども行い

ましたが、吋附のパソコンではljobに数日かかること

もしばしばでした たび震なる失敗にも拘わらず、荻

野先生の辛抱強いご指導のおかげで、それまでの結来

を総括して、、11.成 1(;王手に rZS~I -5系吸着剤への無検性

抗体の物JII!吸，i(に関する研究jで学位を取得すること

ができました‘

平成2{1ドに荻野先生が停年退行された後、小沢先生の

研究室(東北大学工学部)に移砲しましたが、引き続

沼雨量五議日
受賞対象研究:
均一な細孔径分布を有する耐水・
耐熱性球状シリカゲルの製造技術

富士シリシア化学株式会社

亀 山 秀雄
山田五郎
信原 一 敬
中村昌弘
伊藤隆弘
矢口和彦

この度、般若学会技術貨を

きそれまでの研究を継続するとともに、触媒化学など

にも広〈携わることになり、化学吸着や表面化学を意

識した研究を進めていくこととなりました さらに、

吸苫関係として新たに問・液高f.L系吸殺種のIRスベク

トル澗定とその庄b効呆について研究を開始しました g
闇 ・液系の高圧I汲請の分16学的i制定は吸詩系の選択ヤ

それに伴う鈍置の構成などに4並々な問題がありました
が、大学院生の頑張りもあって何とか測定に糟ぎ者け

ることができ、溶液吸治に1'1'う溶織や吸器"$1の細孔憎
造の効果など、それまでの巾一気相般若では梓られな

かった析しい知見を得ることができるようになりましたe

その後、吸着した色素分子の繁外uf視スベクトル解析

などにも研究を展開し、|同体際JJJ;と職務分子の相 l工作

用の解折や吸着サイト近傍の3次元的構造に闘するキャ

ラクタリゼーションなどを進めています

今倒受賞の対象となった研究は、吸着分子の状態が

間体去l市の状態を強〈反映することを利用したもので、

吸者分子の亦外および紫外・ "T慌スペクト Jレのピーク
位置・強度・形状等を‘吸471tなどのマクロ物性測定

や建論計fi.結果などと併せて総合的に解析することに
より、多孔質問体のキャラクタリゼーションを行った

ものです。この11法は、光、 fし)Jに加えて、物性の異
なる吸才f分子ゃift媒分子をプロープとすることで、デー

タを多次1t:化することがー可能で、分子レベルで、より

甫接的な多孔質国体表面解析法となるものと期待して

います3 現在はこの方法をより汎用的なものとすべく

ill-defincd吸苫剤への展開も込めており、今後の研究

発表会でご窓見 ・ご批判を頂縦したいと考えておりま

す。この受'L'tを励みにいっそう柿進して行く所作でご

ざいますので、今後とも皆峨)jのご指導 ・ご鞭提をよ

ろしくお願いrtしあげます。

受賞できましたことを大変光栄に思っています。また、

シリカゲルの専門メーカーの従'拝者として、これから

の技術開発に大きな力をうえていただきましたことを

深〈感~tll し上げます。 受賞の対象となりました耐水

性球扶シリカゲJレは安定した物性を持つI~者材として

触媒担体やクロマトグラフ-{-ffllE!体などに広〈利用

されておりますが、このシリカゲJレの技術開発のf!;t.r1 
は球状のシリカゲJレの革新的な製造)f法にあります

今から30数年前になりますが当時一般的に行なわれて
いたケイ前ソーダの製造仁科で如何に均ーなシリカゾ

ルが製造できるか、また品唱する pHのシリカゾルを

縛るにはどうしたら得られるか、という研究がその発

端であり去した。ケイ酸ソーダと酸を混合し、瞬時に

ゲ)1<化できる pH域にコン トロールできる反応竹の構

造がポイントでありました よ行錯誤を重ね気相中で

の工諜化に成功するのに数年を要しました .この球状
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品の完成から更に市場の慌々な要求に対応、し今円の技

術が達成されました その中には、耐水性を付与した

エチレン水平日触媒用燐酸担体、 C1化'芋の活性 ・選択

性コントローJレのための賞金柄拘体として精強:な細孔

径制御技術、新燃料ilH開発におけるオイルサンドから

の脱金属触媒として数トnm以トの細孔佳制御技術な

と、シリカの三次元多孔体構造の制御技術が上げられ

ますd また、 ODS、アミノ基なとの有機表面処理、

チタニア、アJレミナをはじめとする無機表面処理およ

、，、，、，、，、p

受賞対象研究:
防毒マスクの製造技術

株式会社重松製作所

山田比路史
蔵野理
円城寺隆治
橋本俊樹
塚田鍋

この度は、栄誉ある日本吸

:.，'j'学会技術賞を賜り、身に余

る光う誌を感じると共に深〈感謝いたします

今例、受賞の対象となった防毒マスクは、作業土砂な

どで発生するfI毒ガスの吸入を肋くもので、労働衛生

保..!!lHとして重要な立味を持っています。

|幼匂マスクには、古くから叫性iえが使用されていま

すが、特定のガスに対する防10'能力を向七させるため

に、活性炭を化学薬品で処砲した添li活性炭や触媒な
ども使用されています

防毒マスクは、労鋤省の検定焼絡及びJJSによって規

3註されています主要な榊成品である吸収缶は、対象

とするガスの槌額によって同分されています叩労働省

の検定規格では、有機ガス用、ハロゲンガス用、一酸

化成ぷ刷、亜硫椴ガス)lUえぴアンモニア附の5極11が

あり 、JJSでは、さらに一般化以点 ・有機ガス用、酸性

ガス刷、H-酸ガスm、銃化水J;JH&ぴ臭化メチJレ用が
}JIlえられています。 これら以外にふ当社では、市場

-7-

びこれら表面処理のベースとなる物略的 ・化学的1<面
制御技術により高度多様化するl吸着 ・界面現象に対応

しています。しかしながら、今後の妓術革新に対応す

るためには現状の特性を!J!に改良しなければなりませ

んし今回の受賞を励みにさらに釧孔僅コントロール技

術をベースに新たな吸~i材をはしめとする伺途開発に

取り組んでいく所存です 今後ともご指導ご鞭撞のほ

どよろしくおねがい申し i二げます。

の要求に応えて、ホストキシンH4、半導体ドーピング

ガス問、ホルムアJレデヒドJ目、水銀用などの特殊なl吸
収缶も製造していま寸

この様に、対象とするガスによ って、多種類の1吸収

iliがあるため、それらに使用寸る吸収剤も多種顧とな

らざるを得ません。吸収缶の性能は、除毒能力だけで

なく、者用者の呼1虫抵抗にも関係するため、これらを

与世話して、適切な吸収剤を選定する必要があります。

防存マスクは、多くのガスを対象とすると共に、悌々

な温度 ・湿度の環境で使用されています。吸収街の除

ぷ能力は、これらの影響を受けるため、色々な条件ド

での吸収缶の性能を凋べると共に、その情報を提供し

てきました。

当社は、日本の呼吸用保護Hメーカーとして初めて

nso 9∞2Jを取得するなど、製品の品質管理には大
きな)Jを注いできました。

これらの乙とから、今1'11の受賞は、 占部の研究者だ

けのものではなく、吸収合?の開発を行ってきた多くの

先彼方をはじめとして、当札全体にたIするものである

と考えており ます。

現在、地球環境問題は、深刻jさをJ哲し、避けては通

れない状況になってきました。当社でも、環境の間際

規俗であるfIso14001Jの認証取得を目指して、秒台
備を進めているところです。今いlの受賞を励みとして、

地球環境を考慮した、より良い製品の開発に努める所

存ですので、今後も、ご指将、ご鞭捷を賜りますよう

よろしくお願いいたします。



連合年会明使用型oot]
-21世紀に向けての吸着・イオン交換一

山梨大学工学部化学生物工学科教授

鈴木 喬

1.はじめに

1997~10 }-J 1-3日に山梨大学でネ苦が実行委日長を

勤めさせて頂いた日本吸着子会と日本イオン交換学会

の連合研究発点会が盛大に行われた伊発表件数108、参

加者220名を超えた。この述合研究発表会の主題テーマ

を実行委uの方々と r21世紀の界面現象jと決定した。

理由は吸着もイオン交換も J~に界 l師現象を扱う研究分

野であり、 Illiirにせまった21111.紀に向けてますます深

刻さを増している地球規模での環境問題を解決しなけ

ればならない使命を両学会は有しているとの熱い想い

からであった 弘たち人聞は地球kのマクロな世界で

生きているわけですが、そのマクロな世界を現定して

いるのは熱)J学であり、その'11で披も重姿な概念はエ

ントロピーであると考えている。エントロビーはわかり

にくい慨念であると思われがちだが、要は種々の変化

によって生ずる無秩序性の尺度であ ワ、秩序のある紋

態より無礼rr.の状態のほうがエントロピーは大である

という概念である 月 しかも;:~力学的に安定な }J向はエ

ントロビーのよ科大する方向であり、 したがって私述の

愛さなければならない地球上では ふン トロピーのt骨

太するんifilJが自然なのである ところが人聞のやまれ

て育ってb、く守体秩序の形成は 死んでバラバラにな

る捕の状態)はエントロビーの減少する方向であり、

このエントロ ビー論的に対立する)j向性が人聞の立存

状態と地球市境問の問題解決を擬めて回重量にしている

と強〈認織すべきなのである ，ζのような認識ドで21

世紀に向けての吸着・イオン交換材料の方向性を ~I'・者

流ではあるが模索してみたい

2.環境と人間の対話型吸鎗・イオン交挽材料

そもそも吸.，'(材料、イオン交換材料共に揖合系から

有用あるいは布告物を分離する材料・であり、 Ivr.iJJ!のエ
ントロピーi識によればエントロピーの減少方向の材料

であり、したがって人間の生庁以態とエントロピー的

に方向性が ・致しており人間には都合のよいやさ しい

材料である符であるが、エントロビーの大なる}j向性

を有する地球現境には必ずしもやさしくはなく対立す

る存在かもしれない。このような対也性を十 :分にh忍

識しながら21[崎紀砲のl吸着 ・イオン交換材料をi'tfi'ら
の続究例から提案させて頂く 例えば水酸アパタイト

rCaJO (P04)S(OR)2、llApと略記1である。llAp
に者uしたFRrl=!は、そもそもT1Aptよ白然界ではリン鉱
石の主成分として生体内に必いては骨、歯の主成分と

して従米からよく知られている緩慢系化合物である、

すなわちJt米土壌成分の-f・6であり、したかつてn然
環境になじんでおり自然現境にわるさをしないであろ

うし、また人間の硬組織の E成分でもあるので人間に
もわるさをしないであろうと与えたからである つまり

エントロピー的に対立するイf-{t-である肉然環境と人間

の生存状態を認議すればする程、人間にも都合よく環

境もm;，化させない材科とはせめて両者間に共iliiして存
在するI，lij者間で対話可能な材料でなけれぽならないと

考えたからである。筆者らはHApの蛋白質事の1肢府分

離材としての利用の他にI1Ap中の結晶椅子イオンであ

るCa2+イオンが常温常ft-で水溶液中の#1:-'( :，jンで
あるPb2+イオンを選択的にイオン交換除去する、す

なわちHApは新しいタイプの f俗チイオンイオ J交換
体」であること、またP043-Ji¥:の一部を土壇成分巾に

多くが作するS1044-1まで・古11組成変換したシリカ合符

水般アパタイト LCal0(P04)4.2(S104)1. 7( 011)0.61 
には制凶、ウイルスの殺商 ・不活化作用のあること等

の興味ある研究成果を得ている このように水般アバ

タイト系倫子イオンイオン交換体には有官・イオンの除

去のみならず殺菌 ・不活化能もあることから2111t紀型

の多機能性水原境伶化用イオン交換 ・吸着材料として

の期待カ何百まっている。また今1'1:r.-らはやはり 土111成分
のー槌である枯土系の府状惜浩無償イオン交換体の柑

聞をピラー化し機能性ナノポア多イL体にした行エネル

ギーで環境低負荷型のガス分僻則吸着材の開発にも芯・

手している。

3.おわりに

以上のように自然環境と人聞の生存状態のいずれに

も針都合でやさしく調和する両者間の対話型の吸芯・

イオン交換材料はあり得ると考えており、そのような

材料を開発するには、まず内然環境の方に日を向けて

従来からそこに存在していた人間にと っても点rwしい
特性を抽出し材料化すればよいのである。21世紀に向

けて地球を救う主主後の材料は吸岩 ・イオン交換材料で

あると申し tげても過首ではないと考えている

EEスタ証l
今問のポスター賞は、以 Fの6件の発表に授'Lされ
ました。(敬称略)Adsorption Newsではよれらの
研究を順次紹介していく予定ですe

神団 長蹄 (京都大学工学部化学工学科)

袈尚 大 (東京大学生厳技術研究所)

長沢問ロ~ (奥多摩工船蜘)
相川 点子 (千葉大学理学部化ry:干:十)
河合平山 (富山高専物質J:学科)
佐々木炭雄 (戟橋技術干I.''j!"人;ヴ:物質工学系)
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濁夏場お
岡山大学工学部精密応用化学科

精密化学反応工学講座

Okayama University， Deparlment of App1iod 

Chemlslry. Chemical Rcaction Engineering 

Laboratory 

私たちの研究後は救援阪田祐イ午、市師武藤明徳、

助手Md.Azhsl' Uddin、 事務J::仔勺古鈴江の4人で、

「多孔質材料Jをキーワードとして研究活動しています

例えば平成9~皮1.1:悶に示すような研究テーマに取り組

んでいます ゼオライトやメソ吠アシリカ会ど酸化物系

と、活性炭なと炭車系のいずれの村料についても、 1':1

分たちの手で材料を合成 ・創製することに“こだわり"

をもって研究をi止めています③「鮎品性多孔材であるゼ

オライトにできること、できないことを、非品質材持

でもって、どこまで実現できるかj、これが研究室の基

本命題ですJ 以下、研究の慨喪をJ!-体的に紹介しまサ 。

1.超微粒子金属化合物高分散 ・均一級孔径炭素多孔材

弘たちの研究室は従来より、各盛の炭J.;前駆体(W，科)から

炭素多孔体(活性炭)を調製する新胤合成法とその応用

プロセスについて研究を続けて寄りました。特に炭点

多孔イ本の製造に|均して、製品の向収準化、高表面積化

および細イL径制御による機能化などを』みてきました。

また省資源と後東物の再資源化利則の観点から、石炭、

やし殻、熱硬化性樹脂、ピッチ系炭ふ融緩、(廃)イオ

ン交換樹脂、 lt.idが属、オガライト (おが腐を4∞℃
1-1・近で圧縮し、円生する樹脂でl}d化したもの)、食品廃

棄物(おから，ピール務.コーヒ淳.初娩)などを炭素原料

の対象として研究してきました。 A(近、力を注いでお

句ますのは、数nm以下の超徹位fの金属化合物が、炭

素マトリックス巾に高分散した院本多孔体の開発です。

この研究は、従uITからの活性炭製造に|則する反応、J:乍
的な研究の-J，Qとして発展してきたものです。すなわ

ち、金属イオンを岐者させた(廃)イオン交換樹脂を不

活性ガス中で加熱分解したとき、 イオン交換謝脂内の

般若金属イオン極が炭化プロセス Ux7{~熱還元 [carbol

hermal reduc~ioJ1 J) にどのような影響を与えるのか、

どのような炭化物ができるのか、とb寸興味をもって、

およそ4年前から蛤めました 成化前にイオン交操
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吸着させた金)，'4イオンは、有機樹脂の熱分解で住民主す

る炭素による還元を受けて、基本的には多-IL質;'x，Mq可
に、金属あるいは金属化合物として応分散しており、

その大きさはナノメータ(nm)領域の超徹在子であるよ

とがわかりました。しかも、その金.GJ.i化合物は、炭化

時の温度や雰聞気ガス櫨などの処開条件を選ぶことに

より、泣冗金属であったり、企l瓜械化物や鋭化物、域

化物、炭化物、リン化物なと明l々 の化合物を尚製する

ことができます 炭素多孔体の細孔直径も2nm以下の

ミクロ孔から約3-7nmのメソ孔領蛾で制御が可能であ

り、均・慌のメ、ノポア炭必の調別条件も明らかになっ

てきました これらは金属化合物と炭車多孔質の般合

材料であり、また炭素担体触蝶として従来の活性此に

金属を拘持した触媒などでは持られない特性が期待で

きます。例えば5-18nmレベルの超徴投のタングステ

ン金属やルlo2Cを高分散した炭必粒子は、弾力性に杭

み、機械的，;'j所l正縮に対して抱疋性を備えた硬l主特性

を示すなど、不思議な物理的性質も総認、されています。

磁性化合物を必分散させた磁性炭去についても応用研

究を進めています

現在、次の(A].[8]， [C]の3研究課題について、

本熱分解プロセスによる炭素多孔体の調製法と応川プ

ロセスの開発研究をすすめています

[A]ミクロ~メソ孔領域での制イL制御された活性炭・

両足者材の42計法

[B]新鋭機能性炭素系触媒としての合成法とその応)11

プロセスの開発

[CJ健能性材料(電磁波遮蔽材・屯子材料 ・超硬研j向

材など)の創製と応用プロセスの開発

2.金属酸化物系多孔材の応用プロセスの開発

メソポアシリカの一種、 FSMおよびMCMについて

も応用プロセスの開発研究をすすめています、メソポ

アシリカの吸着現象については多くの報告があります

が、私たちは回体酸点をもたないFSMが溶融高分子の

ラジカル的に炭素鎖を切断する触媒能をもつことを発

見しました 新しい触媒機能と帳荘特性を兼ね備えた

ユニークな材料ができるのはないかと期待をもって研

究していきたいと思っています

秋鹿先生 (成工大)のRu触蝶による常圧中温法NII

3合成プロセスと組み合わせて、 3......5%NH3-N2-H2混

合ガスからNH3のみを吸器分離する吸着材を用いて、

一段で95%以上まで濃縮できるNH3-PSA装世を開発

しました 分子ふるい材の応mとして、また濃厚アル



カリを扱うPSAプロ七スとして‘学ぶ二との多い楽し

い研究でした

今後も析しい研究成栄を吸者学会で報告し、弘たち

の Ht宗・~えの 4端を皆様に聞いていただいて、ご批

J附いたたければと4・えております。 紙面の者s合で私た

ちの研究の ・縦しかお伝えできませんでした。研究の

コンセプト、此近故年間の研究論文や円頭発表のリス

トなとeの持制は.~正研究本のインターネ ッ ト ・ ホーム ・

ページにまとめて樹被してあります。ご高覧いただけれ

ば大字です。

(武綴明徳・記)

ヨ，、，、，、，、，、J、，、，、ー

京都大学大学院工学研究科化学工学専攻

化学システム工学講座 (分離工学分野)

Kyoto Univcrsity. Graduale School of Engi-

neuring. Depllrtment of ChemicaJ Engineering， 

Chemical Syslems Engineerlng (Separalion 

Enginoel'ing) 

イ.:(IJfïl!常 lよ、 ' I~成 5 年の大学院重点化に ともなって

E学部化学 lfy:科拡散系単位操作講座から大学院工学

研究科化学にザ:将攻化学システム工学講座(分離1:学

分野)と名称を変災した。また、平成9i手3JJには岡

崎守男教授 (現名誉教授)が定年退官し、宮原詑助手

(現助教校}が化学工学基礎講座 {界面制調工学分野)

へ配併換えとなり、在籍していた博士課程学生は他大

学へ助手としてほ閉されたd 現在では田門犠助教授、

鈴木符夫助手、研究生2名、修上課程学生6名、学部

学生 I~が所以している小さな所帯の研究室となって

いる。ここでは.本研究室の研究方針と内容を述べ‘

次にl投沼に関係の深い研究の概要を紹介する。

1 . 研究方針と内容

本研究可(では、現代のハイテク産業を支える高度な

物質分離 ・ *I~製の「持作・設計論J の縫立を目的と し 、

J現有 lfy:、1舵陀娘 l

めている 4特年に、 IJ同1刈q体』ぷ<i面薗一l峨批若分子間相瓦{作乍用と編紺制fI i 

述絡先・阪ul祐作

Tel 086-251-印刷.Fax 086-251-8082 

e-mail:yssakata@cc.okayama-u.ac.jp 

IN Ilome Page : htlp: lachem. 

okayama-u.ac.jp -reacteng/ 

エネルギー創出・環境保全・資源有効利用

援策......先プロセスの."

背反応性分... 院

大メタン吸蔵事者

食分.PSAシステム

分子ふるい笹多干tTlf!fの級学

図研究テーマ

孔1信i立の両断からのI吸着現象の解明と吸着~J開発、液

相から制相への制転移現象の解明とその工学的利用、

外部ポテンシャル付与による析しい分離場のf羽生に取

り組んでいる

L学は‘円然社会の役にすっ必要があるが、大学にお

b、ては、企業で尖施できない長期的な基礎・ 応用研究

を実施すべきと与え、上記の研究を進めている また、

近年のコンピュータ技術、シミュレーション技術の著

しい発注により、分子レベJレで現象を解析できる環境

が喉いつつある 今後、吐子化学、計算物理学、界面

化学、イオンJ二学などをg，礎として、物質分離 ・粕製

にmいられる材料ヤ分離坊の設計指針を催立したいと
考えている

現在実施している研究は次の通りである。

t )分子軌道法を府L・た吸着状態解析と吸着剤設計

2 )ゾルーゲJレ訟によるメソポーラスカーボンの作成と

細孔併造制御

3 )吸お・エンハンスメン トを利用した気体精製

4)礎葉物からの活性炭製造

5 )電子H.(，の分子選択仕を利用した気体精製技術の開鷲

6 )精頗アモJレファス組織の分チ包埋機能

7 )バイオサーファクタントを用いた飽和 ・不飽和脂

JlJi般の分離

2.頓治関連研究の慨要

1 )分子軌道法をmいた吸治状態解析と吸着剤設計

-10-
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高選択性吸着剤の開発のためには、吸着剤の細孔構

造とともに表面の化学非時造も重要であるの非経験的分

子軌道法を用いて種々の分子の吸若状態や間体との相

互作用が解明されれば、吸着剤設計にfi益な知見が特

られるとの着想により本研究に取り組んでいる。具体

的には、シリカゲル、ゼオライ ト、金属添若シリカゲ

ルにおける種々の分子のI班活状態および相互作用の理

論的検討、さらに分子軌道法援用した新規服着剤の開

発を行っているω

2 )ゾJレーゲJレ法による メソポーラスカーボンの作成と

細孔博造制御

レゾJレシノーJレとホルムアルデヒドのゾルーゲル重合

により湿潤有機ゲJレが合成きれ、超臨界乾燥あるいは

凍結乾燥によって高比表面積、高空隙E容の乾燥ゲJレ体

が作成できる。さらに不活性雰囲気で然分解すればメ

ソポーラスカーボンが得られる。本研究では、 作成し

たゲル、カーボンの吸着特性と細孔構造 ・表面化学構

造の閑係をl切らかにし、メソ細孔制御を試みている。

数ナノメータの細孔を有するメソポーラスカーボンが現

存しない点から、このカーボンは興味深い材料である。

3 )級者エンハンスメントを利用した気体精製

食品抑発性フレーパーの品質向上のために吸着法に

海外レポート

1997 AIChE Annual Meeting報告

明治大学

茅原一之

1997年11月16円より211Jまで、ロスアンジェJレスの

ATChE年会で、分離技術のトピック会議が行われた。

そのうちI吸着に閲してはl1+aのセ・yションが、持た

れた。セッション名は、以下の嫌であった。[I J分離

の科学と技術:最近の発展と好機1， [2]分離の科学

と技術:最近の発展と好機日。[36JI吸着とイオン交換

の基礎。[17]1此恭平衡の分子モデリングL，[76]吸着

予衡の分子モデリング!I"[4] 1肢務の実験技術。[40]

1吸着とイオン交換の応用における地近の発展。[5 )吸

着の法礎。[6 ]吸着のプロセス設計とシミュレーショ

ンの新しい開発。r30]新しい選択的イオン交換樹脂の

よる異臭 (特にメチルメ Jレカブタンなどの硫黄化合物)

除去の研究を実施してきたの表面酸化を施した分子ふ

るい炭素を用いれば、メチルメ Jレカブタンの吸着量;が

アセトアJレデヒド共存下では単成分系よりも顕著に地

加する特異な現象を初めて見いだし、 吸着エンハンス

メントと名付けた。さらに、いくつかの吸着剤と吸着

質の組合せについて同効栄が発現することを明らかに

した。現在、吸着エンハンスメント機構の解明と気体

精製技桁への応用に取り組んでいる。

4 )廃棄物からの活性炭製造

近年、大きな社会問題となっているゴミ焼却施設か

らのダイオキシンの発生を抑制し、ゴミ焼却施設の安

全性を高めるために、都市ゴミを問形燃料 (RDF)と

して焼却炉へ定批供給、流動床炉で熱分解後ガス化溶

融炉で完全燃焼する方式が次世代ゴミ焼却プロセスと

して考えられている。このゴミ熱分解炉から多11に発

生する固形チャーを余熱を利用して賦活すれば、安価

に活性炭を製造できる可能性がある。本研究では、化

学処理を施した都市ゴミ然分解チャーの水蒸気賦活に

よって活性炭を製造し、制孔特性と吸若特性を検討し

ている。

合成とキャラクタリゼーション。[32Jバイオ分離の進

歩:I吸着とクロマトグラフイツク分離。[9 J新しい吸

着剤材料とそのキ・γラクタリゼーション [33]新しい

l世帯に基づく分離の袈樫形式とプロセス。

プログラムの詳細とアブストラク トは、インターネッ

トで htLp:/ /wwwl.che.un.edumeeting/1997/ 

annual/session/by _ area/2官.IlLOlI

にある

[ t Jでは、今回分離部門で受賞されたPI'of.Yang 
のガス分離に関連したl投殺剤開発の発表があった。[2]

では、 uccのG.Kellerの持発溶剤阿収での各技術比
較があった [5 ]は、ガス技術について協会賞受賞の

Prof. MyeJ'sのチェアーで、いずれも興味深い発表だっ

た。Prof.K. Guhbinsは、分チモデリングに関して、

また新しい手法を紹介していた。他の各セッションで

も、多くの参加があり 、活発な発長と討論があった。

今聞はどの会場も余裕があり、みな快適なセヅション

だった。[36]と [40]の夜の部のポスター発表は、

- ]1ー



Exxol1他のサポートのワイン、ビーJレ他のサービスも

あり、にぎわった。

分縦関係で、 1800ページの大ボリュームのプレプリ

ントが販売されたが、大部分の発表のexLendedabsLr 

actが、掲載されている。

況、次期グJレープ代表JamesRitterの次の代表とし

てNorbertoLemcoff (BOC)の選出、などがあった。

そのあと、 40名ほどで、にぎやかに会食がもたれた。

19日の夕刻、通例の1投溜グループmeetingがあり、

次!日|マイ アミのプログラム確認、次々回ダラスのセ ッ

ション提案、来年フランス、 シアンのFOA6の準備状

今回の年会には、日本からは (敬称略)、鈴木器之

(京大生研)、迫凹 (京大生研)、金子(千楽大)、吉閉

(阪府大)、後藤 (熊大)、児玉(熊大)、岸本 (和歌山

工専)、中村(日本酸素)、他の吸器関係の方々がIHJ市

された。

国際吸着学会通信一3

FUNDAMENTALS OF ADSORPTION 

FOA6 

May 24-28， 1998 Giens， France 

EA RL Y REGJSTRA TJON DEADLINE : 15 Februαry 1998 
(FINAL REGISTRATION DEADLlNE : 15 April1998) 

FOA6; LIMSI-CNRS BP 133， 91403 ORSAY CEDEX FRANCE 
FAX: 33 L 69 85 80 88 e-mail: foa6@limsi.fr 

第6laJ間際吸着学会は本年5月、フランス (地中海岸)で行われます。早期登録のしめきりは2月15円となってい
ます。登録β法などの詳細はインターネ ットホームページhttp:/グenvcbem.us.u-tokyo.ac.jp/1AS/FOA6/
FOA6.htmで入手できます。以下にプログラムを掲載いたしました。

KEY NOTE 1 
M.D. LeVan Vanderbilt Universily (USA) 

Adsorption Processes αnd Modeling: Presen.t αnd Future 

KEY NOTE2 
J. Martens Leuvel1 University (Belgium) 

Recent deuelopments in zeolite mαterial science and opportunitie.s in adsorption 

PLEN ARY SESSIONS 
Pleoary 1 : 
Nanoclalhrat.e-Asslsteo AdsorptIon of Supel'critical Gases in Hydrophobic Pore百
Miyαωaki， T. KIα凡dαJ.Suzuki， T. Sμzuki， (JAPAN) 

l(，αneko， J. 

Molecular Simu1atiol1 as a tool for the design of carbon adsorbents: adsorbenL characLerisatio.n and the 
prediction of adsorption equilibrium G.M. Dαuies， N.A. Seαton， (UK) 

Eff自ctof lemperature 011 adsorption equilibria of gaseous mixlures F. $iperstein， A. Myers， (USA) 

Adsorption of simple probe molecules in AfP04-11 N. DuJIαμ， P.L. Llewellyn， J.P. Coulomb， Y. Grillet， 
(FRANCE) 

Swelling Dynamics of Gel-type Sorbents L.A.M. uα凡derWielen， M. A. T. Bisschops， K. Ch. A. M. Luyben， 
(TI四 NETHERLANDS)
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Plenal'v 2 
Correlalion and prediclion of excess isolherms of binary liquid mixtures onto several adsorbenlS P. 
Ulbig， C.Berti， J. Seippel， S. Schulz. (GERMANY) 

sasic Solids fol' Adsorplion lechnology V.J. Kanazireu， J.I1. T，α凡iet.(USA) 

Sol-Gel Derived Adsorbenls for Gas Separalion a.nd PuriCicalion C. Lin， E. Zanto， C. Poumarαs， J，αmes 
A. RiUer， (USA) 

Adsorplion oI waleJ' ¥'apour， nitrogen and neopenlane on MC:vt・41type malenals P.J.M. Carrotl， 
M.M.L. Ribeiro Carrotl， A.J.E. Candeias， 1仁 Unger.[(.s. W. Sing， (PORl'UGAL. GERMA1'IT， UK) 

Adsorplion chal'aclcrization of nanoporous malerials of M・4lSLype P.I. ltαUlたomtch，G. Haller， A. 
NeimarたJ(USA) 

Plenal'Y 3 : 
ChAl'sclerizalion of POI'OUS glasses by adsorption: models. simula.tions and dala inverslon L.D Gelb， 
K.E. Gubbins. (USA) 

Dubinin's lheory: A ¥'crsatile tool in adsorplion science F. Stoeckli， A. Lauanchy， D. Hugi-Cleary， 
(SWll'ZERLAND) 

Com prehensive study of lhc imeraction of water and olher polar subslances with hydrophilic cenlres al 
tho surface oI hydrophobic adso1'benls }'. 7'，αraseuiLch. A. Zhultoua， E. Aたsenenll.o，S. Bondarenlw. 
( UKRAINE) 

Isosleric lnvestigation of Sorption Equjlibria fol' Single Gases and Multi・componentMjxlures on 
M icroporous Solids M. Buw. D. Shen. (USA) 

'fhe Adsorption of Argon on ZnO Surfaces an Experimenlal and Monle Carlo Sludy F. Mαrinelli， Y. 
Grillet. RoLand， J.M. Pellpllq， (FRANCE) 

Plenary 4 : 
A Maxwell-Stefan Analysis of convective flow， porc and surface diflusion. heal lransfel' and adsorplion 
of hydrocarbon mixturcs in an activated carbon parLIc!e D.D. Do， H.D. Do， (A USTRAL1A) 

Transport diffusion of a mixlure of oxygeo and nitrogcn io a carbon slit via duaJ contl'ol volume grancl 
canonical molecula，' dynamics K.P. Trαuis. 1<. E. Gubbins， (USA) 

Temperalure frequency response method for dlffusion kinetics studies. AppJicalion : influence oC waler 
on diffusion kinetics oC alkanes in NaX zeolite V. Bourdin. Ph. Grenier， A. Mallw-Edery， (FRANCE ) 

Towards a Quantitati¥'c Description of Protein Adsorption Kinetics al Solid Inlerfaces J. T，αlbot， (USA) 

The message of Pulsed Or'品dientNMR on Molecular Diffusion and Struclural Confinement in 
Janoporous .Materials J. Kager. H. Schαer， (GERMANY) 

Plenary 5 : 
Hydrodynamics and Mass Transfor Characteristics of a Continuous CounLel'cul'ronl Adsol'ber K. Austin， 
S. Brαndαni， D. Rutlwen， (USA， ITALLA) 

Silica rods as no¥'cl non-particular stationary pbases fo1' preparative batch 8nd Simulated :¥10¥ing 
Bed-Chromatography .¥1. Schulte， A. Delp， D. Lubda， O. Luedemann-Hombourger， (GERMANY) 

Separation of Enamiomors by 5MB chromatography: slraleg"Ies oI modeling and process performance L. 
S.Pαis， A. E. Rodrigues， (PORTUGAL) 

Scparation of fine chcmicals by continuous 5MB Chromatography M. Mαzzoui， M. MorbideUi. 
(S¥VIl'ZERLAND) 
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Experimcntal Characterization and Modeliog of a Chromatographic Reactor for Enzymatic 
EsteJ'ification P. Mensah， V.B. Pai， J.L. Gαiner， G.Carta， (USA) 

Ncw immobilized polysaccharide-based chiral stationary phases for cnantioselcctive chromatography 
E.R. F，・-αncotle.T. Zhαng， (SWITZERLAND) 

PJcnary 6 : 
Studies or removal/recovery of solvenl ¥'apor from air by various adsorbents Y. T，αkeuchi， M. Hino， J. 
Shimαdα， (JAPAN) 

Molecular modeling of fluid phase equilibrium in出sorderedporous materials K.S. Page. L. Sarkisou， 
P.A. Monson， (USA) 

Prediction and correlation of mulLicomponenl adsorplion equilibria of differeol sized. polar and 
polarizablo gazas on energotically heterogeneous adsorbents at high pressures B. N/arkmαnn， A. 
Mersmann， (GERMANY) 

Pure and ル!lulLicomponcnlAdsorption of 川 Ik惜叩a創…I
(BELGIUM) 

Alkane Adsorption on Microporous Silica Gel P.A. Gordon， .o. D. Gtαndt， (USA) 

Plenarv 7 : 
Liquid phase adsorption in selective hydrocarbon oxidation cala Iysts G. Lαnghendries， R. Claessens， G. 
Baron， R. Partoll. D. De Vos， P. J，αcobs， (BELGll月11)

Hydrogcn Recovery from Coke O'<en Gas using a Layered-Column PSA Process J. Ya.ng， H. Lee， C-H 
Lee， (KOREA) 

Fast Thermal swing Adsorption using Thermoelectric devices and new Adsorbent M. Bonnissel. L. Luo. 
D. Tondeur， (FRANCE) 

The properties of confined fluids in n8noporous maLerials studicd by molccular scale computer simula-
lion A. Fuchs， (FRANCE) 

From pellel Lo composite adsorbent bed : evolution of adsorbers technologies J.J. Guilleminol. 
(FRANCE) 

PARALLEL SESSIONS 
Oral lA : 
Microcalorimelric characterization of polarity and pore-shape effects on the adsorption of simple gases 
in zoolites S. Sauitz， R.L. Gorte. A.L. Myers， (USA) 

Adsorption microcalorimetry : refining the continuous flow ~echniqlle R. Murdey. P.L. Llewellyn. Y. 
Grillet， (FRANCE) 

Adsorption and Transport of Hydrocarbons in Zeolites NuA and Silicalite : 2H NMR and Monle Carlo 
Laltice Dynamics Studies L.F. Glαdden， .¥1. Rargreaues， J.A. Sousα-GonAalues， P. Alexander， (UK) 

Adsorplion and Diffusion of n-Decane and Perfluoro~ribulylaminc (PFTBA) in Pillal'ed and Expanded 
Clays D. Campos， M. Eic， M.L. Occelli， (CANADA/USA) 

E¥'idenco for isopcnlano adsorption over 5A zeolile P. Magnoux. Y. Bouchefj.α， M. Guisnet， S. Jullian. 
(FRANCE) 

Cav1ty size depondencc for small molecule adsorption on silicoo.luminophosphales L.M. Johnson， 
(USA) 

Oralls: 
Adsorption and desorption properties for affiniLy separation using differenl solid supporls S・YSuen. Y-
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， 

S Chang， (R.O.C.) 
Measurcment of adsorption isotherms of enantiome，'s on chiral columns: comparison of the frontal and 
elution chromatographic lcchniqucs S-M Lai， (R.O.C.) 

Adsorption of ternarγ liquid mixture elhanol/n・Octane/n-Hexadecaneonlo activated carbon C. 
Kαlies， U. Messow， P. Brαer， !(. Quitzsch， (GERMANY) 

Evaluation of the composition of the aqueous background organ.ics by lhe IAST-Freundlich model and 
the molecular weighl distribution A. Yuωα，F. Li， Y. Mαtsui， (JAPAN) 

Adsorptioo from binary liquid mixtures onlo r-:aX zeohle O.G， Larionou， E.S. Jαkubou， (RUSSIA) 

Modeling the Adso，判lOnof Proteins in O，'er1oaded lon-Exchange Chromatography A. Chαndαuarkar. 
P.Rαife， N. Pinto， (USA) 

OrallC: 
Toward a better undcrstanding on tho adsorption bchaviour of aromatics in 12R window zeolites B.・ム
Su， (BELGIUM) 

Solid/Solid Adsorption 8nd Tts ApplicaLion to Prcparat10n of Adsorbenls Y. Xie， J. Zhang，仁 Tang，
R.P.C Surface and relalcd studics of homogeoeou~ly and heterogeoeously precipitatcd sulphated oxidcs 
of tltanum C.A. Philip， 8.A. Selim， N， }'acoub， J. Ragai， (EGYPT) 

Pure component adsorplion by ETS-10 O. TIαlu， S.M. KuznLcki， (じSA)

Now challenges in thc synlhcsis of ordered mcsoporous silica adsorbents of MCM-Itl and MCM・48M. 
Grii， {(. Schumacher， A. Sleel， K. Unger， (GERMANY) 

Comparison oC the Perfo，'mance of Polymer -Derived Adsorbents and Tradilional ĉtive Carbons By 
Oynamic Sorption F. J(arpoωicz， J. Hearn， (UK) 

Ora11D: 
APCI'sCO VSA: Oesign. Scale-Up and Plant performance T.C. Golden， D.E. GllI・0，H'.C. Krαtz， T.E. 
Sabram， (USA) 

I¥inetically conLrol1ed air separation on CMS: fixed-bed model1ing and expe，'iments A. Bodi， J. Un/?er， 
G. Eigenberger二(GERMANY)

Pressure Swing AdsOI'plion for PurificaLion : lnsights from Equiljbrium Theory G.月gorini，D. Le Vαn， 
(USA) 

Concenlratioo and Temperalure Plateaus Affecl TSA Performance U.u. Gemmingen， (GERMANY) 
On the EfCiciency of Continuous-Counlercurrent Prcssurc-Difference Driven Gas Adsorption Separations 
A. 1. LαCallα ， (USA) 

Gas separation br adsorption: Molecular Mod白lingin Zeolitic materials dovclopmont J. LigniEes， P. 
PlIllumbi， (FRANCE) 

OraI2A: 
Struclural Properlies of Simple Sorbed Gases (1くr，CH4， N2， H20) ConCined in MC~{-41 Samples of 
Various Diameters (15， 25 and 40 A) J，P.Coulomb. Y. Grillet， P.L. L1ewellyn， C. Martin， G. Andre， 
(FRANCE) 

Impedance Spectroscopic Mcasurements of gas Adsorption Equilibria on Activated Carbon and Zeoliles 
R. Stαudt， F. Dreisbαch， J. U. Keller， (GERMANY) 

Tho adsorptlon oi waLer vapour on liLruum orLhosilicate S. H.uber， (UK) 

Calibralion of adsorplion lheories A. V. Neimark， P.I. Rαvikouitch， (USA) 
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Ora12B: 
Evaluation of equilibrium and k inetic paramelers fof' preparalive chromatographic separation G. Duan， 
C.B. Ching， (SINGAPORE) 

KineLics of ion-exchango adsorplion of a-amylase L.F. sαutista， M. M，αrtinez， J. Aracil， (SP̂lN) 

Prediction of breaklhrough CUf'ves of phenol compounds obtained in a fixcd-bcd adsorber of granular ac・
tivatcd carbon G. CallejαPαrdo， J.A. Rodriguez， L.M. Dominguez. (SPAIN) 

Molecular Sorplion on Polymeric Malerials from Liquid Mixtures .M. Pyda.λ1. Jaroniec， G. Guiochon. 
(USA) 

01'a12C: 
8roadened TDS [rom Polycrystal Surfaccs and How We Can inLerpreL 1'hem Y. I<. Toubin. E. V. 
Votyn!?ou， (RUSSIA) 

n̂ evaluaむionof the physical and chemical Chal'actcl'isLlcs and isotherm relationships of lignile based 
carbons and peaL based cal'bons s.J. AlLen. O. Duggan， L.J. Whitten， (UK) 

Synthesis and Characlcrization of Al and Zr PILC's from CEC reduced Monlmorillonile E. Engwall， 
}".H. Ma. (USA) 

Feasibility of lhe preparation of cheap adsorbonts from lignites in rot.ary kiln G. Finqueneisel， T. 
Zimny， A. Albiniαk， r. Siemieniewska. D. Vogt， J. V. Weber， (FRAt¥('E/POT...AND) 

Oral2D: 
Prossure eflecLs in adiabalic adsorption and adsorplive reactors M.B. Byrne， P.c. W.αnkαt， (UŜ ) 

Dispel'sion in bed reactors of packed grains of AC: adsorbenl double porosity merua G. Drazer. R. 
Chertcoff. L. Bruno. M. Rosen， (ARGEN1'lN A) 

Di_spersion and Adsorption in Helel'ogeneous Porous ~ !edia M. Quintard， A. Ahmαdi， F. Cherblanc， C. 
BEhαμd， S. Whitaたer.(FRANCE-USA) 

Optimizing the performa nce of cycJing adso，'ption sysLems using layer日dndsorbcnl beds S.M. 1¥1αurer. 
R.S. Brown， D. K. Pridαy. (USA) 

Oral 3A : 
Adsorption and Diffusion of Aromalics in AIP04・11C.L_ Cαualcanle. V.E. Limα， 1. G. Sol12a， A. C. M. 
Siluα，O.L.S. Alsinα， A.S. Araujo， (BRAZlし)

Study of lhe lnteraction of a Chloroalkene on a ZSM・5Zcolite At 298_ K F. Bouuier， S. Mαure， G. Weber， 
O. Bertrand， (FRANCE) 

Reccnl development Concerning the Phys:isorption on Model Adsorbants : From Flal Substrales lo 
Microporous Malerials C. MαrLin. Y. Grillet， J. PαLαn凡，J.P. Coulomb， (FRANCE) 

Mcasure of the lranslational Mobility of Neopenlane Molecules Sorbed in Lhe Model Zeolile AIP04・5J.P.
Coulomb. C. Martin， Y. GriLLet， R. Kahn， (FRANCE) 

Adsorption of Carbohydratcs and Polyols on Apolar Zeolites C. BuLlersαch， 1. Forr同(ett.K. Buchhhol;;， 
(GER.MA)1Y) 

Efrects of the energelic properlies of lhe pore walls surface on C'Apillary condensation C. AhαronL. 
(ISRAEL) 

Oral 3B : 
Countercurrenl adsorption separation wit.h a binary desorbent A. Chinαg， (R.O.C.) 

Flux analysis in non-linear chromatography of proleins under constanL pallern conditions E. liαnsen. .J. 
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Mollemp， (DENM八RK)

Supercrilical Pressure Swing for the Fractionation 01' Citt'us Oil M. Goto， M.品 to，A. Kodαma， 7'. 
l/irose， (JAPAN) 

Recent Acceptance of Production Scale Chromalrography in the Pharmaceutical Lndustry R.M. Nicoud， 
(FR八NCE)

Adsorplion characterist.ics in re¥'ersed-phase liQuid chromatography using thermosensiti...e polymer gcl-
modified silica column Y. N，αhαno. Y. Seida， Y. Niino. (JAPAN) 

Inoustrial preparati¥'e supercntical fluid chromatography: present.and futurc P. Jusforgues. M. Shαimi. 
H. Colin， (FRANCE) 

0..aI3C: 
Application of very low rclativo pressure adsorplion volumetry to study surfaco properties of clay m川-
crals F. BαrdOl， F. Villieω. L. MichoιM. Fral1 c is， O. Geard， J.M. Cαses， (PRANCE) 

Micropore size distributions from high tomperatul'c C02 isolherm dala and GCMC simulations S. 
おmios，A.K. Slubos， .V.K KanellopouLos. F. Rigas， G.K. Papαdopoulos. D. NichoL5on. 
<GREECE/UK) 

Pore characlerisalion of differpnt adsorbents in micropore domain based on C02 adsorption G. Houath. 
V.Hαlasz-Lαky. 1. Deαny. F. Berger， (HU)1GARY) 

Monte Cado simulations 01' carbon dioxyde and nilrogene I'ldsorption in carbon nanopo.res 1'01' a.dsorp-
tion characterlzatlon and prcdiction V. Y. Guseu. A. V. Neimαrk， (USA) 

^ new melhod for lhe characlel匂ationof mesoporous solids using nitrogen sorption and mercury injcc-
tion K.L. Boulton. N.A. .5治aton，M.A. Day， (UJ<) 

Calculation of Pore Size Distribulion of ACli¥'aled Carbons from Adsorption lntegral Equation using 
Density Functional Thcory (DFT) Data J. J，αgiello. D. Tolles. (USA) 

0..8130: 
Ideal lsotherm Shapc G. Rarriott. (USA) 

Pislon-Driven Ullra Rapid PSA Using Roneycomb Zcolitos T. Suzulu， A. Sakoda. M. Suzuki. (JAPAN) 

Modeling of Gas Sorption Processes in Sha)low fixed bed Adsorbers E.P.J. Mallens. E.J(rαbbendam-l"α 
Hα.ye， M.J. u.d. Voorde. L.A.I¥'..¥1. Steenueg. J..J. G.M. uαnBoたhouen.(THE NETHERLAr-;DS) 

Sepal'、aLlonof u1tra high purily helium from nalural gas f(enl Knaebel， II. Reinhold. (USA) 

Simullaoeous separation of a ternary gas mixture (cH4-N2-C02) bya novel PSA process F. Dong， A. 
}(odamα， M. GOfO， T. Hirose， (JAPAN) 

PSA separation on n/isopal'affins mixt.ul'esJ.A.C. Sill叫

Ora14A: 
Stabilit.y. surface morphology and selecti¥'e adsorptlon studies of mesoporous materlals C. Koh， R. 
Nooney， S. T，αhir. (UK) 

Adsorplion of chloI'ofol'm and ll'ichloroethylene in 7.colilCS NaX and NaY. ̂  microcalorimetric and 
compulalional study C.F. Mellol， A.K. Cheetham. S. Sαuit<:， R.J. Gorle. A.L. Myers， (USA) 

SaturaLion of Pore-Filling far from Capillary Condensation : a Study based on Adsorption Cellulal' 
Automala 1. Park • (USA) 

Adsorption and Thermogravimelric Melhods for MonitoJ'ing Surface and SlrucLural Changes in 
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CoO¥'enlional ancl Ordert>d Mf'50POI・ousSilic8S Tnduccd by Thcil' ChulJ}Ical Modifical1のnJ¥1. J，αronIec. 
C.P. Jnroniec. M. Kruk目 (USA)

Possible Origins fur l1igh AdsorpLivf' POlf'ntial Rcgions for Nilrogen Adsorb日don Oxide Surfaces J. P. 
Oliuier， (USA) 

A lmproved Model fOI' Adsorpllon of Water and Aqueous Mixlures on Activated Carbons T.J. Bαndos::， 
K. E. (Jubbins， C. L. McCallum， S. C. McGrυther， E. A. Muler， S. L. Soωers， <USA/VENEZUELAJ 

Ora14B: 
Efflcienl design of the SM B proccss bascuυn a perluruation method to measure adsorption isυlbぜrms
and on a rapid solution of th日 dispersionmodcl A. Seidel-Morgenstern， C. Blu.meL， fl. Kn;ep， 
(GERM八NY)

Rcsoll1tion of thヒinhalalionaneslhetic pnf・luraneon a cyclouextrin・basedchiral statIonary phase: devcl-
opment ()f the GC-SM B separat.ion M. Afa.::zoui. M. Ju:zα， V. 8churig， M. Morbidelli， (SWITZERLAND) 

Efrccts of mass transferL in dynamic nonlinesI・5MBsystems D.J. Wu， R.D. Whitley. Z. Ma， N.II.L. 
W，αllg， (USA) 

Chiral Scparations using a SM13 Syslf'm : Determination of compctitive AdsorpllOn EquilibrlUrn 
Jsolherll1s丘 Lehoucq，パ.Van de Wouuer・.E. Cauoy， (BEL01UM) 

Compm旬。nof Optimized Bat.ch-anrl Simulaied Moving Bed (SMB)-Chromalographic Processes by 
Simulalion Studies J. 8lrube. 1よとichmidt.Traub，M.社huLle，R. Dilz， <GERMANY) 

Modeling simulaicd moving bed units fOI' lhe separatiun of fine chemicals C. Migliorini. M. NIαz=oui. M. 
Morbidel/i， (SW lTZERL八ND)

Ol'u14C: 
NOIl.emplrical quantum chemicaJ prediction υf the llE'nry conslanls for c:hatomic gases In fauja詰ilelype 
z(loljtcs F. Tielens. J. C. Pe;rs. 1¥/. Langenaeたer・.G. Baron， P. Geerlings. (BELGJUM) 

A Gl'and Canonical Monle-Carlo Simulation of Aelsurplion of Xf'non iロaVycol'-Like Matl'ix R. ，J.M. 
Pellenq. ¥f. Pαsquier， A. OeLuille， t J

• Le(lIlz. (ドRANCEI

A Monte-Ca r10 (N， V， T，) slucly 01' the Tnflllenct'υf Junic sizc and charge on lhe Competiti¥'e Adsorption oF 
rons on charged layel'ed Materials N Gαsmi. R. J. .'¥1. Pellenq， M. Al・Muktar，F. sprgαya， (Fl'anc(') 

M()Jeculal' simlllation of adsorption of polar and non-polar gases in zeoliles O. T，αlu， A.L. Myer凡 IL1SA)

Aμpjjcations ()f rnodern statIstical m(!chanics to adsorption in hetcrogencous porous materlals E. 
/(ierlik， A1.L. Rosinberg. G. T，αヴlLS，P.A. Monson， (FHANCE/USAJ 

Phase Behlwior of Adsorbcd Laycrs Below Bulk.Phase C'rilical PoInls T. Hocker. G.L. Aranouich，ル'1.J). 
Donohue. (USA) 

Ora14D: 
Direct thcl'mal }'egenel'alion of ausorbenls wilhout energy supply by a gai:; slream W. Clemens. fJ. 
Chmiel. (GEHT.1ANY) 

Application of biological OAC fiJter for vυlatill' compounds rcmoval J.R. Degorce-Dwnns， (F'RANCEl 
~lulticomponenl Soh'enl Vapor Rec()very by Pressw'c Swing Aosorption }'. Liu， C. E. Holland. J. A. 
Riller， [3， K.Kaul. (USA) 

A Combilletl ¥・acuumand Tempcralurc S、，¥'ingAdsol'plion Process for Lhe Removol and rccovery 01' 
Organic Components from Waste-Air-Slreams A. SαIdell， T. Boger. G. Eigellberger. (GERMANY) 

SolvcnL Recovery by pressure Swwg八dsor下tion，Compsl'isoll hetwef'n reSln adsorbent and hjgh siliじa
併のliteK. Chihorα， H. KimbαF・(1，S. Nα!lanαωa， Y. '1'aheur:hi， (JAPAN) 
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Adsorbel' Design for Va pors Requiring High Rcmo¥'s 1 Efficiencies J.J. i¥fahle. L. C. Buelter. D. T. C，・0β.
D. K.}<・'，.idαy.(USA) 

Ora15A: 
Aclsorption equiliuriuO'l of vapor miXlure 00 activllted carbon Z. Xte， K. Chto. J. Wu. C. Ytωn， I R.P.C.) 
Measuremenls of MulticomponclIl Adsorption Equilihria of N2， CH4. C02 and their Mixtures on 
八ctivaledCarbon P. Dreisbach， R. SLαudt， J. U. Keller， WBRMANY) 

Thermodynamic and l<inetIt' sturlies of lhe selective coadsorption process of gasaous p-xylene and m-
xylcn(. on X and Y Zeolilcs exchanged V¥札hsodium， potassium 01' bal'ium J.P. 8ellfll， V. Cottier， J. C. 
MoZe， E. Pill'erdier， A. M~hiuier， M.11. Simonot・Grange，(F'I{ANCE) 

Microplaot Measuremenl of lhc Partial Differenlial Coefficienls of Binary gas詞dsorptionIsothcrrns O. 
Masοf1" B.A. BuJJhαm. M.J. lIeslop， (UK) 

O，'al 58 : 
'l'heol'日licaland E:xpel'imental Sludies of Pr'otein Adsorption Kinelics M. srnsαlori，丘 Yαng，P.R. Van 
Tαssel， J. T，αlbot， P. ¥/iot， G. Taヴus，(USA/FRA~CE) 

Molecular SimulaLJon SLudies on Liquid Phase八dsorptionand Desorption of八IkaloidsDianxia W，αng， 
1¥. Sahodα， M. Suzuki， (J八PAN)

しiquid-li(Juid9qullihria in porous glasses: rnolecular simulatiun and experimental results L. Gelb， M. 
Sliwinska-Bartkowiak， f(. E. Gllbbins， (USA/POLAND) 

01'815C: 
POJ'osity of carbot1 adsorbent and sυl'ption of hydrogen sulficle T.J. Bαndosz， (USA) 

fI S I{pmoval and Enl'ichment from Off.gas of Gco・thCJ'malPowe1' Plant with using Prcssure S¥¥・ing
Adsorption J. lzumi， H. Tsulaya， A. yiαsutahe， (JAPAN) 

Sclet'tI¥'t' adsorption of Carbon Dioxioe fl'om ail' using modified carbon molecular sieves c.n Chang， A. 
SlelLa. (USA) 

Ora15D: 
Synthesis， Characterisution and Testing of Zeolit世Membrant;is fur Gas Sepa r向llOnsG.E.Romαnυs， E.S. 
J(il<仇

Sclective Surface Flow Carborl Membranes fol' gas Scparation C. ThαerOl1， S. Sircar， ，'1，1. Rα0， (USA) 

Solid Adsorbents in Opcn Zcolile/Waler Syslems for 1'hcrmaL anu Energetic Applicalions-Performallt:e 
8.nd Slabilitvλ Hαuer， WER:¥>IA)JY) 

八1'hcorelicalsludy of thc impacl of hea¥.y impuritics on tho pel'formance 01' lIatural gas adsol'plive 8101'-
age systems J.P. B. Mota， (Portugal) 

Ora16A: 
A rnulti-siteυccupancy rnodel for acisorption on helerogeneous surfa伊丹ん.1..Romαnielo， M.A. 
1ぐraenblll，(BRAZIL) 

An Experimental Study of Adsorption of Argoll and NiLl'ogen in Carbon Nanotubps H. Gaucher・.R. J.M. 
Pellpnq， S. sonnamy， F. spuIn， Y. Grillpt， (F'R八::-JCE)

Moleculal' Dynamics Stucly on Condensalion In ('ylindt'ical Nano-pores -Modeling and Verificalion・M.
Miyahara， H. Kanda， 1'• γoshiokα， M. Okαzαki ， (JAPAN) 

Th日1'011.:01' Capillary phase sepal'ation in adsorption equilibriR anrl l<Inetics 1".B. Aαrden， P.J.A.ル1.
/(erkhυ1， A.J.J.υan r/.er Znnden， ¥THE ~E1'HERL^NDS) 

しineanzationof Tsotherms Hnd ils c.:onsequences fのrSllpercritIcal Hydrogcn on AC Li Zhou， Y. Zhott， 
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(R，P，C， ) 

Simulation of 八c1sOI'plionin Carbon 81ils 8nd Cylinders T，J， Mays， Y.F. Yin， 8. Mc En.aney， (UK) 

Paramagnetic resonant adsorption and magnetoadsorption of diamagnelic molecules S. Ozelu， T. 
アαzαki，H.Kurashimα， }'. :Hatsubam， J. MiyαmOlo. Y. Nishimoto， A. Minegishi， (J AP A.N) 

Or31 6B : 
Characterislics and Performances of Acti¥'aled Carbon Cloths Used in Water Treatmenl Reactors C. 
Brasquel. P.ι(J Clοirec. (FRANCE) 

Actl¥'atod Carbon IVlembran('s f01" Watcr TroalroenLs A. Sakodα，T. NOmlJrα. M. Suzuki. (JAPAN) 

Aclsorption of Organic Conlaminanls and WaLer in Aluminosi1icatcs by Grand CanonicaJ Ensemble M， 
Cnl'lo Siniluations A. ¥久Shevαde，S， ，Jiαng， (USA) 

Toxic Mcta]s Rornoval from Aqueous Solutions by Goethite J(，A. MalIs， A.B. Valtadorou. A. f. 
Zouboulis， (GREECE) 

λ10¥'('1 ~1ethod to Remove しightlons By Activated Cal'bon Eleclrodc T.。ωwα，T. Tomitα， l-J. Odu. Al.ρ. 
And('lrnall， (JAPAN / USA) 

A unified modcl for ioo sorption kinetics and colloidal particle flQ(:culallon ratcs K. Subramaniam， S. 
Yiac:oumi， C. Tsouris， (USA) 

Oral 6C : 
-"lonlinear Fn>quency Rc>sponse of Adsorption systems Gcneral Aproach I:Ind Spe('iA I Cases M. 
Petlwuskα. Duong D. Do， (AUSTRALIA) 

Experimental Measu，'ement and Model Pl'ediction of Mu1ticomponem Adsor'plion F.quilibrum and 
Kinetu;s on Zeolite4A using tbe Isotope Exchange Tcchnique R.M. Rynders， M.B. Rαo. S. Sircαr. (USA) 

Sorptjun kinetics of C5.C8 lincar， branched and cyclic alkanos in alwninophosphate molcculor sic¥e 
AIP04・5B.L.Neωαlhαr， R. V. J，αsrα. V. Hamath， S. G， 7'. 8ftαl. (INOIA) 

Transport Through a Single Commorcial Adsol'benl PeJlet/Bead by Dynamic Wicko・Kalleubach
Techniquc J， Guo， D. B. Shαh， O. Talu， (US八)

DeterminHllon of diffusi¥'ities of hydrocarbons in silicalitc.l by lhc ioerlial microbalance tcchniquo W. 
Zhll. L.J. p，υαn der B，.oeたl'.F. Kapteijn， J，A. Moulijn， (THE :-.JETJlERLANDS) 

Sleacly Stale ~ Icasuromenl of Binary Diffusion Using Single C，'yslal Membrane technique O. T，αlu. D，B. 
Shah. 1I1.S. Sun. (USA) 

Ornl 6D : 
Adsorptiun eooling using Adsorbenl.Coa!ed surfaces S. DUflne， S. Taql'i. (US八)

The use of monolithic Carbon.aluminiul11 laminlltcs in adSOl'pLion rerrigeration generators to enhancc 
effeclivc conductiけtyand powel' dcnsity R.E. Critoph. Z. T.αmninol-1'elto. G. Dαuies， (U1() 

A no¥'e] experimental unit fol' adsOl'plt¥'e refrigeration with heat regeneralion (non・un江ormtempel'a. 
turc) S. Szarzvnslu， M. POl1s. (FRANCE) 

Solid J¥dsorption Head Pump wilh I-Ieal lransfer bclwoen lwυAdsorbersυ. Schαωe， H-M Hennwg， T. 
Nuneこ， ( GERMA~Y ) 

Adsorplion air conclilioning system. Expcrimcntal rcsu1Ls and prpoictive modol F. Poyelle， J，/. 
GuilleminOl， F. Meunier， (ドRANC'E

Experimental rosulLs fom a lOkW adsorptiol1 rofrigcralol' using carbon ammonia in n forced convedion 
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cycle R. E. CriLoph， H. Thorpp， (UK) 

Performant:e and Exergy Evalualion of an Advanced Ausorption Refrigeration Cycle using lntcrmediate 
Cascading s.B. Sαhα， A. Akisawα， T.[(，αshiwagi， (JAPAN) 

POSTER I 

The eSLimatioo of transfe，' paramelers of Activaleu Carbon and 八clivatedCarbon modified by 
Aluminiurn oxide film Z. Ye. W. }'uαn， (n. P C IlIN A ) 

Comparison of sorpLometrlc and thermoporomeLric rneasUl'ements on porous glass， sd ica f.l.nd zeolithes 
E. Robens. B. Benzler， (GERMANY) 

Adsorbcnt surfacc modification or ActiV/lted Carbon by l1sing neutron f1ux ilTadialjon T. U:. Chung， C.C. 
Chung. (RO CIILN A) 

Adsorption influence 00 rheology of disperSlOns and sll・flngthof solids E:. D. Shchuhin， E.A. Arnelinu， 
J. V. ¥'idensky， (USA/RlJSSIA) 

Potential lheory of multicomponent adsorptlOn .1.1¥. Shαptro，ιH. Stenby. {DEt¥MARIO 

Adsorption and Desorption properLies or lignite A. Zapuseh. S・.Hoceuαr， (SLOVENl八)

Pore Slructure of Pillared Intcrlayered Clays Z. λ~ie. P. Wu， ( CHI~A ) 

Prepal'ation and pl'opel'ties of micrのspherieRII'lctivated C8rbon K. Guo. C. Yαn， Q. Shαfl， L. Mα. Z. Xie. 
(CHrNA) 

A lhC!orct ical sludyυn inleractlons beiween mE'lal emhedded impregnated siljca geJ and adsorbed mole-
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Knitled Acti¥'aled Carbon F'i bers and Acli valed CarlJon Fra.meworks suita ble for Electrica I 
Regeneration ¥V. Clemen5， 11. Chmiel， (CERMANY) 

Deodonzing waste air Slreams by a directly healed coiled zeolile adsorber R. Moog. H. Chmiel. 
(GERMANY) 

Evalua~ion of lnl.eraclion Energies between Organics and Acti¥'ated Carbon F'ibers L. Fournel. P. Mocho， 
J.L. p，αnlo， P. Le Cloirec， (FRANCE) 

Optimization of an Adsorption Hefrigeraling Machinc Cyclc Duration A. Dumα5， R. Boussehαin. M. 
Feidt， I (FRANCE) 

Effect of pH on Adsorption of Cephalosporin C in a CoJumn Charged with SP8切J.Wook Lee， Hee Moon， 
.(KOREA 

Modelling and Pilot-Scnle Experiments of the Sleam Desorption Process in a with Organic Solvents 
しoadedActivated Carbon Column H. J. Bαrt. R.Er.ρelding. J. Gu， ( GERMA~Y ) 

Compression， Decompression and Column Equilibro.tion in Prcssuro Swing-Adsorption M.H. 
Chαhbα凡i，D. Tondeur， (FRANCE) 

lnfluence of PhysicochC'm ical1'reatment of Active Carbon on its MetJoan白StorageCapacity B. Buczek， L. 
C;:epirski.. (POLAND) 

ModificalIon of Proper1ies of the Commercial Active Carbon for use in Enrichmenl of Methane 
Containing Cases B. Buczeた.(POLAND) 

Open Cyc1e Adsorption Cooling System with a Thormal Swing Honeycomb Dchumidifier A. Kodamα， 
¥V. Jin， M. Goto. T. Hirose， • (JAPAN) 

Adsorption and Diffusion of Phenol in Liquid-Fillcd Pores of AcLivated Carbon. Ef引j
'l'em perature R.工Leり'yv凶P峨a-R毛αmη10ωs.H. おto・Zunigα• D. Mo/tαn. J. Mendoza-βαrron，尺.M.Guerrero-
CoroJtαdo. (MEXICO) 



D閉じriblnglhe BreakLhrough Curves of the 1'Ol81 Organic Mixlurc llnd lts Molecular Weight Fractions by 
PFPSDM and lAST-Freundlich Model F. Li， A. Yuαsα， Y.MαLsui， ， (JAPAN) 

Adsorplion of Humic Subslance on lTighly Po，-ous Sirongly Basic PEl・Chilosan8ead H. Yoshida， T. 
Chibα. (JAPAN) 

~lodificd lon Exchangcrs Usod in Advanced Adsorption of Transllional Catiom， DuLa・Cα:prαAncα，1'ica 
Rodica， Perniu Dαnα， Gh. Coman. (ROM八NIA)

Relation bctweer】proportiosof granular acli¥'ed ca.rbon and ils adsorption performance fOI' removing 
dissohed oJ'ganic subslances Y. Tahellchl. K. !I1ochizuki. T. [(urosαωα， N. Mahita . (JAPAN) 

~Jem brane Modification by plasma technique at ¥'arious atmospheres and adsorplion of enz} me 11'. 
Wang. J. Cai， P. Cen， (P.H.O. CllINA) 

Effecls of layer thickn朗自 onlhe performance of H2 PSA using double layered adsorbents column J.N. 
Kim. J.H. Park. 8.8. Hαn. 1(. T. Chue， S.H. Cho. (KOREA) 

Principles of preparali¥'t'以:alf'superCl'itical f1uid chromatography A.A. Clifford， (UTO 

Chiral separalion by simulaled continuous countercurrcnl chromatrography C.B. Ching， G. Duαn，8. 
Sωαruρ. (SlNGAPORE) 

Design and OptimizaliolI of Simulated Moving sed (SMR)・ChromatographyJ. 8lrube， H. 8chmidt-
Trαub， .¥1. Mazzotti. M. Morbidelli， (GERMANY /SW1TZERLAND) 

Developmcnl of Optimized Processes for the Separalion of F:nanllomers using Slmulated t¥IO¥'lllg 8ed 
(s~m ) - Chromatography .11. Schulte. J.l":. Iunhel. J. Strube， TI. Schmidl・T，.αub. GER~lA~Y ) 

Sirnplificd Ana1ysis of the Nilrogen Swing Adsorption Process A.l. 8hirLey， N. O. Lemcoff， (USA) 

Enrichmonl of useful trace componenls in Air by PSA M.γoshidα. A. Kodαma， M. Goto， T. Hirose， 
(JAPAN) 

Temperaturc profile a.nd separalion ef1iciency in adiabalic PSA Process H. Lou， A. Kodama. M. Golo， 
T. lfir()se. JAPAN) 

Measuremcnl of lligh Vclocity Adsorption Processes G. 110uαlh， V. !f，αlas:z-Lαky，ル1.Sw:uki. 
(HUNGARY / JAPAN) 

Preparalion of carbon coaltng on copper surfacc G. Hovath， ¥/. H，αlωz・Laky，B. Dencs， (BU1':GARY) 

Desorptlon chromatography of proteins : long columns or flatlayers? T. B. Tenllikoυα， .¥t. B. Tennillov 
RUSSIAl 

Control of pressure changcs at column boundaries during simulaLion of .PSA Proccsses N. lloflluns， F. 
Jegede， (UIO 

Adsorplion and DesorpllOn of MEK on Polymcr Adsorbcnt B.-K. Na. K. .Vα. H. Lae， }'. Chung， H. K. 
8ong， (KOREA) 

Properlies of composile sorbenl "CaC12 confined 10 sihca gel nanopores・Y.I.J¥rislou. G. Cαcciola， G. 
Reslucciα. !I1.M. Tokareu， G. Di Marco， (RUSSIA/ITALIA) 

A theorClical and experimontal study of the uusorption of organics on chemically modified activated car-
bons S.M.P. Diαs， S.J.B. Ramos. J.s. Jamnαdαs. 1.8. 8ilua. J. P.B. Mota， (POR1'じGALl

Adsorption of Volatile Organic Chemicals in Reverse Stratified Tapered Adsorbers A. P. ，".Ialhpws， .1¥.八.
Pola. (じSA)

New leak lracer chemicals for cvalua.ting adsorbcr performance C.J. J(αrωαclli， R. W. Morr吋on，(LJSA) 

Use of motal・containingcarbon textiJe materials in the p，'ocesses of organic sol¥'ents oxidalion A. 
Lyssenko. R. Ibragimova. A. Pa.stoukhou. V.品川onin.(RUSSlA) 
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関連学会のお知らせ

1998年度炭素材科学会2月セミナー

一炭素とリチウムイオン電池'98 最近の進歩と将来展一

主催炭素材料うた会

協賛 日本吸着学会他

会期 1998年2月26日 (本)10 : 00-17 : 00 

会場化学会館(千代印区神田駿河台)定員になり次第締切

プログラム

1.リチウムイオン電池'98-炭素負極の科学と技術ー(信州大学)

遠藤守ia/最近の技締動向/性能改苦の方策/グラファイ卜居間化合物の科学/リチウム貯蔵メカニズム/負

極用新炭素体

2 . リ チウムイオン電池のjr~近の開発動向(何本電池) 水谷 実/リチウムイオン電他の概要/小型電池の開発

動向/大型電池の開発動向/国家プロジェクトでのEV用電池開発/高性能化への課題

3.リチウムインサーション材料の間体電気化学一正毒症 ・負徳の適合牲を中心として一(阪市大)小槻 勉/リチ

ウムインサーション材料/也子状態と電極電位/リチウム ・黒鉛インターカレーション化合物/国相レパック

ス反応

4 .負極材料の生成過程と特性 (旭化成工業)吉野・ 彩/負援材料の変遷の概要/共役系高分子でのドーピング

機織/カーポン系材料での挙動/今後の技術動向

5.黒鉛負極へのリチウムイオンインターカレーション反応の動的観察ーその場X線回折、原子問力顕微鏡観察を

中心に一 (三菱化学)山口様司/黒鉛負僅へのリチウムイオンインターカレーション/黒鉛負極上への良膜成

生/その場X線回祈観察/その場原子問力顕搬鏡摩擦力顕微競観察/今後の展望

参加 費 (合テキスト代等)炭素材料学会正会員21.000円、炭素材料学会 ・賛助会員26，250円、 学生10，500円、

協賛学協会会員31，500問、非会員36，750円

参加申込方法 詳細パンフレットをご請求のうえ、同紙付随の申込書によりお申込み下さい。申込書受理後、受講県・

請求替を送1れ、たします。

閉 会先〒1135友点都文京区本郷4-1-4 コスモス本郷ピル8F

炭素材科学会事務局 電話 (03)3815-8514 FAX (03) 3815-8529 

Intermationnal symposium on Carbon， 1998(Tokyo) 

"Science and Technology for New Carbons" 

主催戸|際炭素会議1998組織委員会

後 援 日本学術会議、炭素材科学会、炭素協会、ニューカーボンフォーラム、 H本学術掻興会第117委員会、日本

学術振興会第'148委日会、 巾央大学、新炭素学懇話会、 LI本化学会、日本セラミックス協会、 H本エネルギー

学会、イi71U学会、日本鉄鋼協会、日本原子力学会、月本組合材料学会、日本物理学会、沼気学会、電気化学

会、応用物理学会、分析化学会、ニューダイヤモンドフォーラム、 n本吸着学会、活性炭研究会
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会期 1998年11)J8 11 (H) -12日 {木)5日間

会場 中央大学駿河内品念館(東京都千代田怪駿河台)

1.前駆体 :ニューカーボン製造のための新しい前駆体.その詞整法、など

2.新しいプロセス:ニューカーポン製造のための新しいプロセス、成形法、評価のための新しい方法、など

3.フィラー ・パインダーシステム:フィラーとバインダーのアロイとしての新しい観点に立つ解析、評価、なと

4 . 繊維強化システム:炭~繊維とのアロイとしての新しい観点に立つ解折、評価、なと

5.細孔とのアロ fとしての新しい観点にすっ解析、評価、など

6.長面科ヤ:表面修飾による新しい機能性の発想、コーティングによる拘能性の向 t改良、など

7. インターカレーションおよびドーピング:新しい機能性およびスペースの創型、 ーユーカーボンとしての展開、なと

8 . 折炭~1s:iJ決~体:フラーレン、ナノチュープ、ダイアモンドなど

9.炭素倒.iill材料:常化ポロン、炭化珪菜、など

間合先

|司際炭議会1Jl1998組織委員会

千113ボ京都文京区本郷ι1・4 コスモス本郷ピJレ リアライズ社内

千伝説 (03) 3815・851.1FAX ω3) 3815・邸29 E-mail:carbon98@rlem.litech.ac.jp 

THE AICHE A.~~UAL MEETING SYMPOSIUM 
Deadline ror Receipt of abstract is Mnrch 15， 1998. 

l~l ULATION OF PSA/T YSTEM 
Sponsored by Separalions Di¥'isiol1， AIChE. section 2e. 

A1ChE Annual Meeting， l，¥;fiami Beach， Florido， Nouembel‘16 to 20， 1998 

Oral prcsentations on 811 aspects of simulating PSA Qnd TSA systems will be accepted. 

SubmiLtcrs ate cncouragcd lo use AIChE's Miami Beach Ylcctilng wob page to submit “Proposa I.s-to・
Present a PapCl' (including abslract}." Access this from [http://www.aiche.org].Click on 1998 Annual 
Meeling -Call for Papers. Submission5 can also bc made via e-mail lo [lisLproc@www.ajche.orgJ. 
Submissions can also bc made bv normal maillo eithcl' lhe chair 01' co-chair. ALL submiLters must a150 
send a copy of lheir abstract lo lhe chair or CO・chairby Ictter. e-mail. or FAX. 

Chair 
Dr. Madhukar 8. Rao 
Air Producls and Chemicals， loc. Engr 
7201 Hamilton Blvd. 
AllenLown， P ̂  18195-1501 

Co-Chail' 
Dr. Phillip C. ¥Vankat 
School of Chemical Engr 
Purduc Uni¥'ersily 
West Lafayettc， 1:¥ 17907 

610・481・8737(phone) 
610-481-7923 ( FAX ) 
m brao@.apci.com 

765-494-0814 (phonE! 
765-494-0805 F' AX ) 
wankat@ccn.purduc.cdu 

SILlCA 98 
eptember 1・4，1998，Mulhouse (Francc) 

For information. you may contact : 
E. PAPIHEH (Pdt of Executive Committee) 
Tel:(33) 0389608802 
e-mail : E.PAPIRER<!:vUNTV-MULHOUSE.FR 

nu 向。



人.VIDAL Vice-Pdt of Execuli¥e CommiUep) 
TeJ: (33) 0389608782 
c-maiJ : A. VJDAL@UNTV-MULHOUSE.FR 

Add ress: lCSI-CNRS 
BP2-1槌，46-回057l¥1ulhousc Cedex 

ISC 98・22ndInternational Symposium on Chl'omatograpby 
eptembcl' 13-18， 1998， Roma， Italy 

Symposium Scienlific SecrelarIal 
F.Oondi -ISC・98
Dipartimento di Chimica 
Universite di F'errara 
Via L.Borsari. 46 
1・.14LOOFerrara. Ilaly 
Tel.: + 39-532-291154 
Fax: + 39-532-240709 
E-mail: mo5@dns.unife.it 

浅ご達三
。博士号取得会員調査へのご協力のお願い

Organizing Secrelariat 
Con.Or.lnternationa I 
VIa E.Cianturco. 11 
1-00196 Roma， Italy 

ヤcl.:+39-6-3230227 
Fax: +39-6-3220744 
E-mail: conor@ioJ.it 

本会では|投芯シンポジウム等の企l削の参与にする為、過去5年以内に吸芯に|掬する研究で博士号・を収得された会員あ

るいは会員カtiji属されている研究室・研究所等の学生 ・メンバーについて調査することになりました。該・'li苫ある

いは指導された先生はれほの事項を'fJ務局までE-mailあるいはFaxでご連絡ください。また、今後、会員または会

μの周辺で|申1:号を取得された方がいましたら随時ご連絡ください。ご協力をよろしくお願いしますわ

連絡事項:

l.氏名、 2 . 会!4番号‘ 3.現化の所属、 4.学位、取1~年度、ほう機関 、 5 .崎文題目、 6.研究指導有の氏名 ・ 所柄

OAdsorption News は次号よりA4版になります

Adsorption Newsは都12巻 l号よりA4版になります。これに伴い、内容の更なる充実を目指します。つきまし

ではトピックスなどございましたら編集抱当まで御一報いただければ幸いです。また、研究室制介 ・会員紹介の原

稿を募集しております 必しくはE・mailあるいは電話でお願いいたします。
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入会申込書・変更届 (正会員)

平成 年 H 口 会u番号

フリガナ 男 往年

氏 名
間暦 年 月 日

日

[本業年次最終学歴 学:位

名称
動
持s 署

務
所在地

先
屯話 Fax 

ご自宅住所(必ずしも記入の必要はあ りません)

T 電話/Fax

その他 ・連絡事項

ヨ絡先 |勤務先白宅(何れかにOを)

変更の場合は、必ず会員番号と氏名をご明記の上、該当する項目のみをご記入ください。

編 集 委 貝

愛民長広瀬 勉 (熊本大ザ:Jン宇部) 石川 逮雄 (大阪教育大'字)

委 11 金チ 立美 (千葉大学理学部) 上EP 勲 (栗田工業)
?守羽 利郎(関西熱化学) 田門 議 (京都大学)

川J十雑人 (R本酸素) 近沢正敏 (東京都立大学)

j自III .4e義 (東京大学) ;f原 一之 (明治大学)
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